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注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

あおぞら広場をつくる会 

現在の主な活動

内容・活動実績 

本提案の代表者が園長を務めるあおぞら谷津保育園では、「子育て支援と

地域交流」を目指し、周辺地域の様々な団体や住民らと連携しながらよりよ

いまちづくりに向けた数多くの取り組みを行っています。例えば2012年より

開始した「あおぞらふれあいまつり in 谷津」では園児の保護者や保育園ス

タッフだけでなく、町内会や地域住民らとの協働体制のもとでのイベントを

毎年秋に開催しており、昨年度の第9回目は来場者が5000人を超える大盛況

のうちに終わりました。10周年となる次回開催に向けても現在実行委員を立

ち上げ、企画と準備を進めています。この他にも防犯・防災、子育て、健

康・福祉といった様々な観点からより良い地域の実現を目指し、人々のつな

がりをつくる活動に精力的に取り組んでいます。 

提案場所 金沢区谷津町 

提案名 

（25字以内） 

あおぞら広場 

提案する施設（ど

のような施設の提

案ですか） 

 上述の「あおぞらふれあいまつりin 谷津」は保育園関係者に限らず、地

域の多くの方々が集い、互いにつながる貴重な機会となっていますが、こう

した人々の出会いが日常的に生まれるような場として「あおぞら広場」を提

案します。具体的な整備提案の内容は以下の通りです。 

１）誰もが立ち寄りやすい場をつくる「ふらっとパーゴラ」 

 日差しを遮るパーゴラを設け、ゆっくり佇める空間をつくります。遠くか

らも見えやすい特徴的なパーゴラの形が地域の目印にもなります。 

２）利用者が自由にそこでの過ごし方を決められる「思い思いベンチ」 

 一人で時間を過ごしたり、複数人でおしゃべりをしたり、それぞれの使い

方に応じて動かして座れる什器を設置します。 

３）「おとなこどもバーカウンター」 

保育園の塀の上に、敷地の内側からも外側からも利用できるカウンターを

設けます。 

整備費用の概算額：約 1,500 万円 

活用イメージ（提

案する施設でどの

ようなことを行い

ますか） 

 近隣にお住いの地域の方々や隣接する公園や近くに入口のあるハイキング

コースの利用者等がお茶を飲んだり、軽食を食べたりしながらそれぞれの時

間をゆっくりと過ごせる場所を目指します。また保育園のセキュリティとし

て区切るため、通常時は園内との行き来はできませんが、塀の境界線を越え

て互いに見る・見られるの関係性をつくり、「あまり話したことはないけれ

ども、よく見かけるよね。」というような“顔の見える関係性”が広がって

いくことを目指します。 

 「あおぞらふれあいまつり in 谷津」の他にも保育園が主催し、地域の方

が訪れることのできるイベントが多く開催されており、そうした場面におい

ても来場者の交流スペースとして活用されることを想定しています。 



提案の背景（なぜ

提案をするのか、

地域のニーズや課

題、生かしたい地

域の魅力等に触れ

て説明してくださ

い） 

少子化で子どもと関わる機会が少なくなっている地域社会で、保育
園という多くの子どもが日々の時間を過ごしている場所には大きなポ

テンシャルがあると考えています。子育てという営みをたくさんの人
たち、様々な世代が混じり合って、関わりあって進めていくこととし

て捉えることが、地域のつながりを生み出すきっかけとなることをこ
れまでの地域との連携活動の中で実感しています。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

“地域で子どもを育てる”という認識が地域で当たり前のものとな

り、その一つの共通した目標に向けた日々の活動や行事等を通して普
段触れる機会の少ない大人と子ども、そして大人同士が相互につなが

り合い、ゆるく広い“顔のみえる”関係性が地域全体に広がる将来像
を描いています。 

整備時の協働（つ

くるときに連携す

る仲間や活用する

地域資源注４）に触

れて説明してくだ

さい） 

保育園の在園児や卒園児の保護者に建築の設計や施工に関わる専門
家がおり、これまでにも園舎のいくつかの整備に関わってもらってい

ます。また近隣大学の建築・まちづくり系の学生が過去のふれあいま
つりにも参加してくれており、そうしたネットワークを活かした整備

体制が構築できると考えています。 

運営時の協働（運

営するときに連携

する仲間や活用す

る地域資源注４）に

触れて説明してく

ださい） 

 ふれあいまつりの実施においても、保育園スタッフはもちろんのこ

と、父母の会（保育園園児の保護者の会）や園の卒業生やその保護
者、近隣にお住まいの地域住民の方々、近隣大学（関東学院大学、横

浜市立大学）の学生等が一緒になって準備をする体制やその習慣が定
着しています。そうしたチーム体制をさらに拡張しながら継続的な運

営に取り組みたいと考えています。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

１）つくるプロセスを皆でシェアするコ・デザインの実施 

 整備内容をどのようなものにするか、運営の方法はどういう体制で
行うのか等、本申請に関わる検討事項はたくさんありますがそれらを

極力チームのメンバーや関係者らと一緒に考え、作業を行うことで、
つくるプロセスそのものを人々の繋がりの機会として活用します。 

２）災害時やイベント時等の非日常時の利活用 
 現在も「地域の窯」と名付けられたピザ窯が園庭に設置され、非常

時の訓練を兼ねて毎年のイベント時に窯を使ってピザを一緒につくる
ことが恒例になっていますが、そうした非日常時にも利活用できる場

をつくります。 
３）保育園との隣接関係を活かした柔軟な運営・管理体制 

 対象敷地は園庭と隣り合っており、園舎からも直接視認できる場所
を想定しており、目の行き届いた柔軟な運営・管理が可能です。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

こども青少年局 関係各課 応募することについて説明済。今後協議が

必要。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 
☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 
☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 
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あおぞら広場をつくる会



現況写真

計画敷地

計画敷地を東側からみる 災害時地域の方も使える地域の窯（ピザ窯）

計画敷地から園庭をみる駐車場と園庭を遮る柵

あおぞら広場をつくる会



あおぞら広場をつくる会活用イメージ図

▲ 整備後の南西側外観イメージ▼ 整備後の平面計画図

「ふらっとパーゴラ」

「思い思いベンチ」

「おとなこどもバーカウンター」

Ｎ
 



その他資料

「あおぞらふれあいまつり in 谷津」

「あおぞらふれあいまつり in 谷津」当日の風景

第 8 回 4000 人、第 9 回 5000 人の来場者ステージでの「まとい会」の演目

さんま無料配布等さまざまな地域団体との協働学童のこどもたちのエイサー

あおぞら広場をつくる会
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